
診調粗慢 －2   

参考 3  

18．9．13  

（別紙様式21）  

平成   年  月分  

医療区分・ADL区分に係る評価票  

Ⅰ医療区分3  各項計こついて評価を行い、E亥当日にチェック印を入nる。但し、頻度が定められていない項目については☆欄にチェックする．  

☆ 12 3 4 5 ム 7 8 9 ■0＝ －2－3 －4 －51古けIa192021222324 252b272829：氾3】  

1スモン  

2憲師及び壱鍋島により、鯛、監視及び管理を実臥ている状  

3 中心静脈栄養を実施している状態   

4 24時間持続して点滴を実施している状態   

5 人工呼吸器を使用している状態   

6 ドレーン法文は胸腔若しくは腹腔の洗浄を実施している状態  

7又は気管内挿菅が行われており、かつ、発熱を  

8 酸素療法を実施している状態   

9 感染症の治療の必要性から隔離室での管理を実施している状態  

10器霊宝芸完雲霞忘字詰這写誓蒜栗鼠荒若朋  

吊1口軒ii州j脚i…！－jしj【コロij川コⅢ旧0日iこjutl瓢jしj日日  

靴矧蹴闇澗闇淵闇娼那氾駅氾蹴脚部闇淵闇柑  
きl帥刷椚削l］輔ij【］Uじu口＝CLj【】口□しj【］11Ll肛冊．1  
川丑旧l〕川．柑j肛棚Ⅶ胱附］HUUロロUロロロ日【〕批  
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医療区分3の邑亥当有無   

Ⅱ医療区分2  各項目について評価を行い、該当日にチェック印を入れる。但し、頻歴が定められていない項眉については☆欄にチェックする。  
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11転ジストロフィー症   

12多発性硬化症   

13筋萎縮性側索硬化症  

パーキンソン病聞達疾患（進行性楼上性麻轟、大脳皮質基忘核変性症、 14八一ー‡沖ン病（トエツ・トルの蔓症度分類がスラサ3以上であって生活機能持帯皮   が1度又はⅡ度の状態に限る 
．））  

15その他の難病（スモン及び12～14までを除く。）  

鵬を患配する榊が四附ペてに紬られる  
16  
慢性閉塞性肺疾患（ヒュー・ジョーンスの分類ガⅤ度の状態に該  
当する場合に限る。）  

悪性腫瘍（医療用麻薬等の薬剤投与による痙痛コントロールが必  
要な場合に限る．）  
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19肺炎に対する治療を実施している状態   

20尿路感染症に対する治療を実施している状態  

紙・30田  
21悪琵芸誌童写ご㌫J三石六書詣空讐苦票三軍訳語諾芸…誓  

22脱水に対する治療を実施している状態   

23消化管等の体内からの出血が反復継続している状態   

24頓匝の嘔吐に対する治療を実施している状態  

25悪覧詣歪芳要語讐呈詣孟禁去霊霊芝宗野㌢敗潤められる  

末梢循環障害による下肢末端の開放割に対する治療を実  
施している状態  

26  

27せん妄に対する治療を実施している状態   

28うつ症状に対する治療を実施している状態   

29 他者に対する暴行が毎日認められる状態  

人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腰腹濯流又は血嬢交換療法を実  
施している状態  
経鼻胃管や胃痍等の確腸栄養が行われており、かつ、発熱又は嘔  
吐を伴う状態  
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321日8回以上の噂疲吸引を実施している状態  

気管切開又は気管内挿菅が行われている状態（発熱を伴  
う状態を除く。）  
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34頻回の血糖検査を実施している状態  
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創傷い：手術創や感染劇を含む．）、皮■潰瘍又ほ下腿若しくほ足部の岬舞  
妓、膿等の感染症に対する治暦を実施している状態  35  

神緩紺病等の患者であって、平成18年6月30日において特殊  
36疾患頗鍵痛憤入院料2を算定する病棟に入院している患琶（医標  
区分3の患者を除＜．）  

5  



37基本診療科の施設基準等の別表第五の三の三の患者  

医療区分2の該当開口＝瓶闇－ほ鋭離軋馳‘闇掘削職制排附踊闇掴軋  

ⅢADL区分評価  
各項目について辰則月1回文は状態が変化したときに評価し、岩亥当日に評価点（0～6）を記入する。1か月間を通じて変化のない場合は☆欄に記入する．  

☆   1 2  3 」 5  d  7  8  9 IO tl】2 I3 14 15 td け 柑 19 ：0 2】 22 23 2－1 25 2d 27 2B 29 30 3l  

i二．＝‖用．き≧Jし；し！i．≡L至しj；－」し一川．㌢川．且軋jこ山し」［軋射二jlご川」L闇二jしj  
トミミー乱鑑耳．う［1i一二j！‥jし軒汀J‥軒ド∴…；．〕〔．甘」［〕u【二j亨コ川二三！二〕し忙紅羞！二j口「二虻コ［童  
【‾．jぎ二1〔］喜一：〕圧ji甘軒〕しj「］し汀きi．j〔：iロロr〕nロ「肝－〕U［i∈コ［享〔］□［〕U□【二！  
ミ∴！；＿j［j［モ！＿－う用〕し二1川甘旧情．．ミぎー：盲〔●！ロロ［二町1［忙1日［〕口Ul］「：乱］卓二〕し〕ロ  

a ベッド上の可動性   

b 移乗   

0 食事   

d トイレの使用  

ADL得点（合計得点0～24）8日［ヨ目口臼rコロ日日日日夏ヨ日日lコロ日日8日0日日日日日日日日日臼  

Ⅳ喜怒知機能障害評価  月1匝又は状態が変化したときに評価し、該当日にCPSによるスコアを記入する。1か月間を通じて変化のない場合は☆偶に記入する。  

☆   1 2  3  4  5  占  7  8  9 10 1t 12 I3 14 ＝ild 17 t8 19 刀 21 22 23 24 25 2占 27 2B 29 30 3l   

l：j已〕！コLi…二1！≠∬附m刷．1川．1＝＝∩口〔虻二iI二幸「肛耶二jiコ〔‾jtJi二1Ⅲ．．jr二．！  CPS  
（CognitivePerfcmanceScale）   

患者の状態像評価  Ⅰ～Ⅳの評価結果に基づき、悪書の状態像評価を行い、該当日にチェック印を記入する。変化のない場合は☆欄に記入する。  

医療区分の評価   ADL区分の評価  

▼  ▼  

聡知機能障害評価  
▼   ☆】2 3 4 5 占 7 8 910‖t21314t51ム，71旧－9ズ）2122324252占272a29籠3l  

A  医療 区分  

3   0日矧別韮旧闇別北旧闇別北臓闇捌賞柑旧m粥柑旧訓那ほ   

B  
ADし 区分  

3′、一2   ＝＝川汀出川再氾珊榊Ⅷ旧紬∬椚相聞M仙川廿旧川∬旧  

医療 区分  訊】檀細書加■  

C  2  医療区分3の核当 項目叡が0で医療 区分2の該当項自 担が1以上  

区分 1  ADし得点  0′）10  

脚楓†E鱒書加犀 欝レ（⊂PS2以下）  ；．’r－‘棚－て■様相：l柑拍青排削鮒▼■て鮒蠣1棚胤－i   
ADし 区  

医療  
区分   医療区分評価3 

馴澗糀闘踊淵m耶闇矧謂郡胱闇矧澗那闇  
■   ADし 区分  

2′、一1   馴胴媚附澗開聞靴闇矧臓淵開削郡胱靴   

※）当墓亥悪者に係る疾患又は状況等、ADL区分評価、認知機能障害評価については、日ことに、孟亥当する全てのものについてチェックす   
ること。ただし、該当する疾患又は状態等について全て記載することが匪難である場合にあっては、主となる疾患又は状態等のチェック  
でも差し支えないこと。  

主治医  （印）  

㊨   




